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今年のにわとり 春びなの統計 
 

 前頁の家畜飼養状況

と同時に農林省岡山統

計調査事務所では、今年

の１月から６月までの

間に発生した県下の人

工ふ化春びなの発生と

移動の状況を次のとお

り発表しました。 

１．発生羽数 

（イ）今回の調査結果によれば、本年１月から６月

までの６ヵ月間に人工ふ化した春びなは 103,890 百

羽で、これを月別にみると３月が 29,803百羽で最も

多く総発生羽数の 28.7％を占め、以下４月（27.2％）

２月（19.5％）５月（11.0％）１月（8. 4％）６月

（5.2％）の順となっている。 

（ロ）発生ひな羽数を前年同期と比較すると 38.4％、

実数にして 28,829百羽の増加となっている、このこ

とは昨年来からの鶏卵市場の好況、ブロイラー用若

鶏の需要増、更には最近の集団養鶏等、飼養羽数の

規模が大きくなり、漸次副業養鶏より専業養鶏に移

りつつある傾向を反映

しているものと考えら

れる、この増加を月別に

みると各月とも前年４

月に比し増加している

が特に６月（122.6％

増）５月（97.0％増）

が著るしく約２倍とな

っている。 

（ハ）発生ひなのうち

鑑別されたものは発生

羽数の 96.8％に当り、

鑑別されなかったもの

は 3.2％である。鑑別ひ

なのうちめすが 49.3％

おすが 50.7％でおすが

僅かに多い。 

 

２．品種別発生羽数 

（イ）１月～６月の品種別発生羽数を多い順にみる

と白色レグホーンが 60,897 百羽で最も多く、全体の

58.6％となっている、次いでロックホーン（16.0％）

その他（11.4％）ハンプホーン（7.8％）ニューハン

プシヤー（3.1％）横はんプリマスロック（2.3％）

ロードホーン（0.7％）ホワイトプリマスロック

（0.1％）ロードアイランドレッドの順となっている、

その他の品種が 11.4％を占めているがこれは三原雑

種、ゴールデンネック、フクダライン等の交雑種（肉
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用）である。 

（ロ）近年標準種が減少し、一代雑種等が増加する

傾向にある、前年同期に総数の 64.7％であった白

色レグホーンが今年は 58.6％で 6.1％の減少とな

っている。その他の品種が本年は著しく増加してい

るが、これは最近特に盛んになった食肉用鶏飼養の

ための食肉専用種である。 

 

３．移動状況 

（イ）鑑別のめす 49,617 百羽のうち出荷されたも

のは 99.5％に当る 49,380百羽であり、鑑別したも

ののほとんどが初生びなとして出荷されている。 

（ロ）県内集荷は 23,655 百羽でありこれは総出荷

羽数の約半数にあたる 47.9％である。 

（ハ）県外出荷については本県は全国有数の出産県

であり、総出荷羽数の 52.1％に当る 25,725百羽が

全国各県に出荷されているが、これを地域的にみる

と近畿が 8,137百羽（31.6％）で最も多く、次いで

九州 7,339百羽（28.5％）中国 4,162羽（16.2％）

関東 2,844百羽（11.1％）の順で、他の地域は少な

い。 

 これをさらに都道府県別にみると最も多いのが

大阪で 3,435 百羽でこれは県外出荷羽数の 13.4％

にあたる、次いで兵庫 3,277 百羽（12.7％）広島

2,416百羽（9.4％）福岡 1,524百羽（5.9％）長崎

1,392百羽（5.4％）熊本 1,196百羽（4.6％）山口

1,117百羽（4.3％）の順となっている。 


